
















【要約】

　幼児期における運動量と家庭環境および生活習慣との関係を明らかすることと、幼児期

における運動量と経年的な運動能力の発達との関係を明らかにすることを目的とした。

　5 歳の幼児 103 名を対象に家庭環境、生活習慣をアンケート調査し、身体活動は活動調

査表、歩数および運動量測定で検討した。　その結果、幼児期からすでに,夜遅く寝て,朝

がなかなか起きれない園児を約 20%認め、室外でほとんど遊ばない児童(週に 2 日以内)も

約 1/3 認めた。身体活動を一日の歩数で検討すると,3 日間の平均歩数は 8820±2810 歩/

日、運動量は 201±70Kca1 であった。そして、室外での遊びの状況や運動量は児童の運動

クラブヘの参加状況、肥満度、家族構成、保護者の運動習慣、母親の就労状況などが関係

していた。すなわち、運動クラブヘに参加している児童、ローレル指数が正常の児童、上

に兄弟がいる児童、運動習慣のある保護者を持つ児童、母親が専業主婦の児童は運動クラ

ブヘの参加していない児童、ローレル指数が 160 以上の児童、兄弟がいない児童、運動習

慣のない保護者の児童、母親が共稼ぎの児童よりも室外でよく遊んでいた。そして身体活

動が少ない園児は休園日の活動量が低く,家庭における運動量の低さが主な原因と考えら

れた。そして幼児の身体活動の向上には幼稚園での活動および休日の家庭における家族ぐ

るみの運動が重要と思われた。

　なお、1年後の小学 1年生時の学校および平日の運動量は幼稚園時の運動量と正相関し、

トラッキング現象を認めた。すなわち、小学 1年時の運動量が多い者は幼稚園での運動量

も多く、小学 1年時の運動量の少ない者は祭日の家庭での運動量も継続的に少ない傾向を

示した。


